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は
じ
め
に

　

篆
書
は
、
漢
字
の
五
種
の
書
体
の
な
か
で
最
も
早
く
完
成
し
た
書

体
で
あ
る
。
そ
の
後
も
篆
書
は
碑
誌
の
題
名
・
印
章
を
主
た
る
場
面

と
し
て
、
最
古
の
書
体
と
い
う
あ
る
種
の
権
威
と
時
に
装
飾
性
を
有

す
る
書
体
と
し
て
、
書
法
史
に
固
有
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

唐
代
に
お
い
て
は
、
文
字
教
育
に
篆
書
を
含
め
て
お
り（１
）、
碑
の
題

額
・
墓
誌
銘
の
蓋
石
（
以
下
、「
篆
額
」・「
篆
蓋
」
と
す
る
）
を
中

心
に
、
多
く
の
篆
書
作
例
が
認
め
ら
れ
る
。
中
で
も
唐
代
篆
書
史
に

お
い
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
李
陽
冰（２
）で
、
彼
は
後
世
の
篆
書
法
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

唐
代
の
篆
書
に
対
す
る
研
究
で
は
、
施
安
昌
『
唐
代
石
刻
篆
文（３
）』

と
い
っ
た
篆
書
の
作
例
に
関
す
る
専
著
が
あ
る
ほ
か
、
著
名
な
書
人

を
中
心
に
、
そ
の
事
跡
と
作
例
の
整
理
が
進
ん
で
い
る（４
）。

さ
ら
に
近

年
で
は
、
唐
代
の
篆
書
に
つ
い
て
、
無
名
氏
の
作
例
を
も
含
め
広
範

な
資
料
を
扱
い
、
そ
の
様
式
的
な
変
遷
を
辿
る
も
の
が
複
数
認
め
ら

れ
る
。
中
で
も
張
同
印
ら
に
よ
る
研
究（５
）で
は
、
唐
代
篆
書
の
使
用
を

大
き
く
三
期
に
区
分
し
て
い
る（６
）。

　

一
方
で
、
唐
代
篆
書
の
作
例
は
、
特
に
篆
書
碑
の
数
量
が
少
な
く
、

ま
た
重
刻
の
可
能
性
や
年
代
的
な
偏
り
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
い
か
に

克
服
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
の
三
期
区
分
に
お
い
て

は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
一
考
の
余
地
を
残
し
、
さ
ら
に
文
献
資
料

か
ら
の
検
討
が
不
足
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
盛
唐
期（７
）以
降
の
篆
書
使
用
は
、
前
代
か
ら
脈
々
と
続
く
そ

の
流
れ
を
汲
み
土
台
と
し
な
が
ら
も
、
水
準
の
高
い
作
例
が
広
く
現

れ
、
か
つ
書
丹
者
名
が
備
わ
る
こ
と
も
多
く
、
新
た
な
一
つ
の
現
象

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
文
字
学
の
新
た
な
動
向
や
古

文
復
興
運
動
な
ど
と
の
密
接
な
関
係
も
示
唆
さ
れ
、
こ
れ
以
降
の
篆

書
使
用
は
、
従
来
の
そ
れ
と
は
区
別
で
き
る
新
た
な
意
識
を
多
分
に

含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
盛
唐
期
以
降
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の
篆
書
、
特
に
小
篆
を
中
心
に
、
作
例
と
同
時
期
の
文
献
資
料
を
可

能
な
限
り
結
び
付
け
、
篆
書
に
対
す
る
同
時
代
人
の
意
識
、
す
な
わ

ち
「
篆
書
認
識
」
の
展
開
に
つ
い
て
私
見
を
提
示
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
検
討
の
対
象
と
な
る
唐
代
の
篆
額
・
篆
蓋
で
あ
る
が
、

先
行
研
究
で
は
収
集
資
料
に
客
観
性
を
欠
く
き
ら
い
が
あ
り（８
）、
筆
者

は
網
羅
的
に
唐
代
の
篆
額
・
篆
蓋
作
例
を
集
め
た
「
唐
代
篆
額
・
篆

蓋
一
覧
」（
以
下
「
一
覧
」
と
す
る
）
を
作
成
し
た（９
）。
以
下
、
適
宜

「
一
覧
」
か
ら
得
た
知
見
を
援
用
し
て
ゆ
き
た
い
。

一
、
開
元
前
後
の
篆
書
認
識
と
そ
の
記
録

　

本
節
で
は
、
開
元
前
後
の
篆
書
認
識
に
つ
い
て
、
当
時
の
代
表
的

な
書
論
で
あ
る
李
嗣
真
『
書
後
品
（
（1
（

』・
張
懐
瓘
『
書
断
』（
七
二
七
（
（1
（

）

の
品
等
に
注
目
す
る
。

（
一
）「
題
署
」
を
中
心
と
し
た
唐
人
の
篆
書

　

始
め
に
、「
題
署
」
と
い
う
語
を
手
掛
か
り
に
す
れ
ば
、

・
殷
氏
は
声
を
題
署
に
擅
に
す
。（『
書
後
品
』
下
上
品　

殷
令

名
）

・
又
た
殷
侍
御
仲
容
は
篆
隷
を
善
く
し
、
題
署
尤
も
精
。
亦
た
王

と
之
れ
雁
行
な
り
。（『
書
断
』
巻
下　

王
知
敬
）

以
上
の
記
述
が
認
め
ら
れ
、
竇
臮
『
述
書
賦
』（
兄
蒙
に
よ
る
注
を

含
む
）
に
も
、
殷
仲
容
と
王
知
敬
に
対
す
る
評
が
あ
る
（
（1
（

。
さ
ら
に
、

書
丹
者
ご
と
の
石
刻
著
録
で
あ
る
『
宝
刻
類
編
』
巻
二
は
、
殷
仲
容

と
王
知
敬
の
「
題
署
」
の
実
践
を
記
録
し
て
い
る
（
（1
（

。
特
に
王
知
敬
に

お
い
て
は
、
皇
帝
に
密
接
な
場
面
で
の
篆
額
の
書
丹
が
知
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
彼
ら
が
当
時
の
篆
書
に
よ
る
題
署
を
担
っ
た
代
表
的
書
人

と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

一
方
で
、
上
記
の
二
書
論
に
お
け
る
唐
人
の
「
題
署
」
以
外
の
篆

書
に
対
す
る
記
述
は
、
そ
の
編
纂
姿
勢
も
あ
っ
て
か
極
め
て
少
な
い
。

唐
人
の
篆
書
に
関
す
る
言
及
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、

・
銭
氏
の
小
篆
・
飛
白
、
寛
博
敏
麗
な
り
。（『
書
後
品
』
下
上
品

　

銭
毅
）

・
八
体
尽
く
能
く
す
。
筆
力
勁
険
、
篆
体
尤
も
精
な
り
。（『
書

断
』
巻
中　

欧
陽
詢
）

に
留
ま
り
、
同
時
期
に
相
当
数
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
篆
書
書
丹
者
や

作
例
を
積
極
的
に
記
録
す
る
姿
勢
は
窺
え
な
い
。
例
え
ば
、
の
ち
に

「
蔵
用　

篆
隷
を
工
み
に
し
て
、
琴
棋
を
好
み
、
当
時　

称
し
て
多

能
の
士
と
為
す
。」（『
旧
唐
書
』
巻
九
十
四
）
な
ど
と
篆
書
・
隷
書

（
八
分
の
こ
と
）
に
高
評
価
を
受
け
る
盧
蔵
用
に
対
し
て
、『
書
断
』

巻
下
で
は
篆
書
に
評
価
を
与
え
ず
、
ま
た
八
分
に
も
「
頗
る
疎
野
に

傷
る
」
と
辛
辣
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
当
時
の
二
書
論
で
は
、
未
だ

に
唐
人
の
篆
書
書
丹
に
対
す
る
言
及
の
優
先
度
は
低
く
、
評
価
す
る
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意
識
は
十
分
に
備
わ
っ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。

（
二
）
開
元
前
後
の
篆
書
史
観

　

こ
の
時
期
の
書
論
に
お
い
て
は
、
上
記
の
『
書
後
品
』・『
書
断
』

を
中
心
に
書
体
史
に
篆
書
を
位
置
づ
け
る
議
論
や
、
唐
以
前
の
能
書

家
・
作
例
の
記
録
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
特
に
『
書
断
』
で
の

書
体
史
の
整
理
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
分
量
の
み
な
ら

ず
資
料
の
収
集
範
囲
も
広
範
で
意
が
尽
く
さ
れ
、
中
古
書
論
中
の
書

体
史
整
理
の
代
表
と
目
さ
れ
る
。
篆
書
に
つ
い
て
は
、
古
文
・
大

篆
・
籀
文
・
小
篆
の
四
体
が
設
け
ら
れ
、
多
く
文
献
を
引
い
て
そ
の

淵
源
を
解
説
す
る
。
こ
う
し
た
『
書
断
』
で
の
篆
書
の
書
体
史
的
整

理
は
、
後
世
の
篆
書
認
識
の
基
礎
と
な
り
（
（1
（

、
以
降
に
花
開
く
唐
代
の

篆
書
認
識
を
準
備
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、『
書
断
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
類
書
『
初
学
記
（
（1
（

』
巻
二
十
一

「
文
字
第
三
」
に
お
い
て
は
、『
書
断
』
も
活
用
し
た
文
字
史
の
テ
キ

ス
ト
を
引
用
し
、「
文
字
」
史
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
す
る
編
纂
意

識
が
窺
え
る
。
そ
れ
以
前
の
類
書
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
「
文
字
」

史
と
い
う
側
面
も
、
こ
の
時
期
の
篆
書
認
識
を
反
映
し
て
い
る
と
解

さ
れ
注
目
さ
れ
る
。

（
三
）「
一
覧
」
に
お
け
る
様
式
の
展
開

　

以
上
、
唐
人
の
篆
書
使
用
に
対
す
る
記
録
が
少
な
い
開
元
前
後
に

お
い
て
、
そ
の
篆
書
の
様
式
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
た
だ
ろ
う

か
。
上
述
の
「
一
覧
」
に
基
づ
き
、
こ
の
年
代
前
後
の
唐
代
碑
誌
の

篆
額
・
篆
蓋
の
様
式
の
展
開
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

従
来
の
画
期
は
開
元
元
年
に
見
出
さ
れ
て
い
た
が
、
管
見
の
限
り

篆
書
の
様
式
の
変
化
は
七
三
〇
年
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
具
体

的
に
言
え
ば
、
前
代
か
ら
続
く
楷
書
と
雑
糅
し
た
篆
書
が
多
い
中
で
、

七
三
〇
年
代
に
は
「
懸
針
篆
」
に
相
当
す
る
新
た
な
書
風
が
増
加
す

る
。
初
唐
期
の
作
例
に
比
し
て
、
蔵
鋒
を
用
い
た
小
篆
体
で
（「
白

鹿
泉
神
君
祠
碑
」（
七
三
六
、
二
四
冊
五
頁
）
な
ど
）、
送
筆
部
に
く

び
れ
を
持
ち
収
筆
を
抜
き
去
る
作
例
（「
尉
遅
迥
廟
碑
」（
七
三
八
、

二
四
冊
五
四
頁
）
な
ど
）
が
登
場
し
、
そ
の
書
法
水
準
の
上
昇
と
と

も
に
書
風
が
多
様
化
し
て
く
る
（
図
版
は
後
掲
）。「
一
覧
」
で
は
七

三
〇
年
以
降
の
七
〇
年
間
に
お
い
て
、
二
〇
点
以
上
の
懸
針
篆
作
例

が
計
上
さ
れ
、
平
均
し
て
全
体
の
二
割
を
超
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、

新
た
な
様
式
の
登
場
は
、
こ
れ
以
前
の
秀
作
の
点
在
と
は
区
別
で
き

る
。

　

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
初
唐
期
か
ら
開
元
前
後
の
書
論
を
は
じ
め

と
し
た
文
献
資
料
で
は
、
唐
人
の
篆
書
に
対
す
る
評
価
が
表
立
っ
て

現
れ
て
こ
ず
、
篆
書
を
選
択
し
た
書
丹
は
「
題
署
」
以
外
に
は
未
だ
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書
人
の
営
為
と
し
て
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
同
時
期
の
篆
額
・
篆
蓋
を
概
観
す
れ
ば
、
様
式
の
変
化
の
端

緒
は
七
三
〇
年
代
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、『
書
断
』
な

ど
に
見
え
る
よ
う
に
、
篆
書
史
・
文
字
史
に
対
す
る
理
解
が
着
実
に

進
み
、
篆
書
使
用
の
準
備
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

文
献
資
料
の
記
載
・
様
式
の
双
方
か
ら
、
七
三
〇
年
代
を
一
つ
の
転

換
点
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

二
、
盛
唐
期
以
降
の
篆
書
使
用
と
同
時
期
の
評
価

　

前
節
で
の
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
盛
唐
期
以
降
の
篆
書
認
識
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。
本
節
で
は
、
特
に
唐
人
に
よ
る
同
時
期
の
篆

書
使
用
に
対
す
る
評
価
を
中
心
に
検
討
を
行
い
、
最
後
に
様
式
の
展

開
を
跡
付
け
た
い
。

（
一
）
唐
人
の
篆
書
評
価

　

盛
唐
期
以
降
の
書
論
で
は
、
唐
人
の
古
書
体
の
使
用
を
積
極
的
に

評
価
す
る
よ
う
に
な
る
。
首
魁
に
は
『
述
書
賦
』
と
そ
の
注
が
あ
り
、

・
史
侍
御
惟
則
は
、
心
は
世
業
に
優
れ
、
籀
・
篆
に
階
乎
た
り
。

（
巻
下　

史
惟
則
）

・
皇
室
の
李
権
は
、
八
分
に
工
み
な
り
。
弟
枢
は
小
篆
に
工
み
に

し
て
、
姪
平
鈞
も
亦
た
小
篆
を
善
く
す
。（
巻
下　

李
権
李
枢

李
平
鈞　

注
）

な
ど
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
篆
書
の
名
手
を
記
録
し
、
具
体
的
な
評

価
を
行
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
呼
称
を
「
籀
」・「
篆
」・「
小
篆
」
と

区
別
し
、
そ
の
書
風
や
字
体
の
差
異
へ
の
意
識
が
窺
わ
れ
る
点
で
あ

る
。
一
方
で
、
前
節
で
指
摘
し
た
「
題
署
」
に
対
し
て
は
、
篆
書
と

区
別
す
る
意
識
も
引
き
続
き
確
認
で
き
、 

田
琦
は
雁
門
の
人
。
徳
平
の
孫
な
り
。
八
分
・
小
篆
・
署
書
に

工
み
な
り
。（『
述
書
賦
』
巻
下　

田
琦　

注
）

こ
の
記
載
も
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
題
「
署
」
へ
の
評
価
を
残

し
つ
つ
、
唐
人
の
篆
書
使
用
の
場
面
を
よ
り
拡
充
し
て
評
価
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
『
述
書
賦
』
こ
ろ
に
は
、
篆
書
使
用

が
書
人
の
技
能
と
し
て
評
価
さ
れ
得
る
地
位
を
十
分
確
立
し
て
い
た

と
言
え
、
そ
れ
に
伴
い
篆
書
を
善
く
し
た
人
物
の
記
録
も
増
加
し
た

と
推
測
で
き
る
。

（
二
）
李
陽
冰
の
登
場
と
そ
の
絶
賛

　
『
述
書
賦
』
以
降
、
書
論
に
そ
の
名
が
頻
出
す
る
の
が
李
陽
冰
で

あ
る
。
李
陽
冰
の
功
績
（
（1
（

と
そ
の
後
の
書
法
史
へ
の
影
響
力
に
つ
い
て

は
こ
こ
で
贅
言
を
費
や
さ
な
い
が
、
そ
の
一
端
は
早
く
も
同
時
期
の

書
論
に
現
れ
て
い
る
。『
述
書
賦
』
に
も
当
然
そ
の
評
価
が
見
え
、
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そ
の
後
の
書
論
で
も
絶
賛
が
顕
著
で
あ
る
。

・
陽
冰
は
皇
唐
開
元
天
子
の
時
に
生
ま
れ
、
外
奨
を
聞
か
ず
、
躬

ら
篆
室
に
入
り
、
独
り
能
く
一
千
年
を
隔
て
て
秦
斯
と
相
い
見

み
え
、
能
く
天
意
に
孤
か
ず
と
謂
う
べ
し
。（
舒
元
輿
『
玉
筯

篆
志
』）

・
李
陽
冰
の
書　

古
釵
の
倚
物
に
し
て
、
力
の
万
夫
を
有
す
る
が

若
し
。
李
斯
の
後
、
一
人
の
み
。（
呂
総
『
続
書
評
』）

特
に
こ
れ
ら
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
李
斯
以
来
断
絶
し

て
い
た
篆
書
法
「
玉
筯
篆
」
を
復
興
し
、
そ
の
功
績
は
陽
冰
一
人
に

よ
っ
た
と
す
る
評
価
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
称
賛
は
書
論
に
留
ま
ら

ず
、
同
時
期
の
論
書
詩
（
（1
（

や
文
学
者
た
ち
か
ら
も
行
わ
れ
、
当
時
に
お

け
る
そ
の
業
績
の
影
響
力
を
窺
わ
せ
る
と
と
も
に
、
広
い
視
野
か
ら

の
評
価
が
認
め
ら
れ
る
。

・
落
筆　

篆
文
を
灑
ぎ
、
崩
雲　

人
を
し
て
驚
か
し
む
。（
李
白

「
献
従
叔
当
塗
宰
陽
冰
（
（1
（

」）

・
況
や
潮
の
小
篆
秦
相
に
逼
り
、
快
剣
長
戟　

森
と
し
て
相
い
向

か
う
を
や
。（
杜
甫
「
李
潮
八
分
小
篆
歌
（
（1
（

」）

・
時
に
於
い
て
李
監
陽
冰
独
り
篆
書
を
能
く
す
。（
韓
愈
「
蝌
蚪

書
後
記
（
（2
（

」）

以
上
よ
り
、
盛
唐
期
以
降
に
な
る
と
積
極
的
に
唐
人
の
篆
書
を
評
価

す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
篆
書
を
用
い
た
能
書
家
と

し
て
の
表
現
と
い
う
意
識
を
強
く
窺
わ
せ
、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
李

陽
冰
へ
の
絶
賛
に
よ
っ
て
よ
り
一
層
際
立
つ
。

（
三
）
盛
唐
期
以
降
の
篆
書
様
式
の
展
開

　

再
度
「
一
覧
」
に
よ
り
、
盛
唐
期
以
降
の
篆
額
・
篆
蓋
様
式
の
展

開
を
通
覧
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
書
風
が
多
様
化
し
始
め
る
七

三
〇
年
代
以
降
、
そ
の
傾
向
が
数
十
年
続
く
。
し
か
し
、「
一
覧
」

で
は
李
陽
冰
の
初
出
の
篆
額
で
あ
る
「
平
蠻
頌
」（
七
七
七
、
二
七

冊
一
五
二
頁
）
あ
た
り
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
玉
筯
篆
」
の
篆
額
・
篆

蓋
が
急
増
し
、
以
降
前
節
で
指
摘
し
た
「
懸
針
篆
」
は
相
反
し
て
減

少
す
る
よ
う
に
な
る
。
数
量
で
見
れ
ば
、
七
七
〇
年
以
降
の
一
一
〇

年
間
で
は
、
五
〇
点
あ
ま
り
の
玉
筯
篆
様
式
を
計
上
し
て
お
り
、
平

均
四
割
を
超
え
る
定
着
を
み
せ
る
。
よ
っ
て
上
述
の
懸
針
篆
か
ら
の

転
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
左
表
を
見
て
も
、
様
式
間
の
差
異

は
明
瞭
で
あ
る
。
附
言
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
か
ら
篆
額
・
篆
蓋
の
書

七筋菜 懸針翠

＂ 
-圏-.-―ー・ Ir t 

懸針笈は側鈴まて深く竿

を沈め、太く作る

愕磁且9|i 
懸針茨は太さを変化さ

せ、くひれを作る

國園
+．筋築は止めるか、懸名I

染は細く抜き去る

眉li r 駁ら·t— .弓：“ご屯．| ＼船四t 
工9）J笈ば、人さが均 だ

が、懸釘菜は変化に宮む

【表店代策士様式比較】
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丹
者
名
を
碑
誌
中
に
銘
記
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
篆
書
書
丹
に
か

か
る
責
任
・
功
績
を
よ
り
一
層
意
識
し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

　

以
上
本
節
を
ま
と
め
る
と
、
盛
唐
期
以
降
の
書
論
を
は
じ
め
と
し

た
資
料
で
は
、
唐
人
の
篆
書
を
用
い
た
書
丹
を
積
極
的
に
評
価
す
る

よ
う
に
な
り
、
特
に
李
陽
冰
の
絶
賛
が
顕
著
と
な
る
。
加
え
て
、
様

式
の
展
開
か
ら
は
前
節
で
指
摘
し
た
七
三
〇
年
代
の
書
風
の
多
様
化

に
加
え
て
、
李
陽
冰
の
作
例
の
登
場
に
合
致
す
る
七
七
〇
年
代
か
ら

玉
筯
篆
様
式
が
流
行
し
た
こ
と
が
窺
え
、
特
に
こ
の
様
式
面
に
お
い

て
、
明
瞭
な
画
期
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

三
、
盛
唐
期
以
降
の
文
字
学
と
篆
書

　

前
節
で
検
討
を
行
っ
た
唐
人
の
篆
書
評
価
に
加
え
て
、
本
節
で
は

文
字
学
、
篆
書
を
用
い
た
「
字
学
」
と
い
っ
た
語
に
焦
点
を
当
て
、

盛
唐
期
以
降
の
篆
書
認
識
を
学
術
的
な
側
面
か
ら
窺
っ
て
み
た
い
。

（
一
）
唐
人
の
「
字
学
」
へ
の
評
価

　

開
元
前
後
ま
で
の
書
論
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
「
字
学
」

へ
の
記
述
だ
が
（
（2
（

、『
述
書
賦
』
に
な
っ
て
以
下
の
よ
う
に
複
数
の
評

価
が
見
ら
れ
る
。

・
通
家
の
世
業
、
趙
郡
の
李
君
。
嶧
山
と
並
び
駕
せ
、
宣
父
と
群

を
同
じ
く
す
。
字
学
に
洞
じ
、
古
今
の
文
に
通
ず
。（
巻
下　

李
陽
冰
）

・
冰
は
兄
弟
五
人
、
皆
な
詞
学
を
負
い
、
小
篆
に
工
み
な
り
。
…

（
中
略
）
…
文
字
の
本
、
悉
く
心
胸
に
在
り
。
識
者
之
を
蒼
頡

の
後
身
と
謂
う
。（
巻
下　

李
陽
冰　

注
）

・
衛
包
は
京
兆
の
人
。
八
分
・
小
篆
に
工
み
に
し
て
、
字
学
に
通

じ
象
緯
の
術
を
兼
ね
る
。（
巻
下　

衛
包　

注
）

「
字
学
」
を
評
さ
れ
て
い
る
李
・
衛
の
両
者
は
、
い
ず
れ
も
篆
書
も

善
く
し
て
い
る
点
が
留
意
さ
れ
る
。

　

ま
た
、『
全
唐
詩
』
巻
三
百
所
収
の
王
建
「
贈
太
清
盧
道
士
」
で

は
、
盧
道
士
（
盧
元
卿
）
に
対
し
、「
書
は
八
分
を
売
り
字
学
に
通

ず
」
と
、
八
分
の
書
丹
と
「
字
学
」
に
通
じ
た
こ
と
を
伝
え
る
（
（2
（

。
こ

れ
に
加
え
て
、
盧
元
卿
に
つ
い
て
は
、
権
徳
輿
『
唐
太
宗
文
皇
帝
飛

白
書
記
』
に
「
元
卿
は
工
み
に
篆
・
隷
・
八
分
諸
書
を
為
し
、
其
の

家
法
宝
と
し
て
之
を
蔵
す
る
こ
と
久
し
。」
と
あ
り
、「
字
学
」
に
通

じ
た
盧
元
卿
も
、
や
は
り
篆
書
を
善
く
し
た
と
導
け
る
。

　

以
上
よ
り
、
少
な
く
と
も
『
述
書
賦
』
の
こ
ろ
ま
で
に
は
、
前
節

で
整
理
し
た
篆
書
の
技
能
の
評
価
と
同
時
に
、「
字
学
」
と
い
う
素

養
が
評
価
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
こ
で
は
篆
書
の
書
法
的
技
法
と
文
字

学
的
知
識
が
両
立
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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（
二
）
唐
代
の
字
様

　

盛
唐
期
以
降
に
な
る
と
、
楷
書
字
体
の
転
訛
を
是
正
し
よ
う
と
す

る
著
作
（
以
下
「
字
様
」
と
す
る
（
（2
（

）
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

ら
の
著
作
で
は
、『
説
文
解
字
』
等
の
篆
体
に
依
拠
す
る
姿
勢
が
共

通
し
て
お
り
、
字
様
の
編
纂
・
使
用
に
は
、
当
時
の
篆
書
認
識
の
影

響
が
推
測
さ
れ
る
。
本
項
で
は
、
こ
う
し
た
前
提
に
立
ち
、
字
様
の

序
文
の
記
述
を
考
察
の
対
象
に
、
当
時
の
文
字
学
を
め
ぐ
る
篆
書
へ

の
認
識
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

唐
代
の
完
存
す
る
最
も
早
期
の
字
様
は
、
顔
元
孫
『
干
禄
字
書
（
（2
（

』

で
あ
る
。
成
立
年
代
を
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
七
七
四
年
に
は
顔
真

卿
が
「
干
禄
字
書
（
（2
（

」
を
書
丹
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
需
要
と

後
世
へ
の
影
響
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
「
開
成
石
経
」
に
刻
さ
れ
た
、

張
参
『
五
経
文
字
』（
七
七
六
）
及
び
増
補
改
訂
版
で
あ
る
唐
玄
度

『
九
経
字
様
』（
八
三
七
）
が
あ
る
。

　

以
上
の
三
編
の
う
ち
、
特
に
『
干
禄
字
書
』・『
五
経
文
字
』
の
序

文
に
は
、
編
纂
姿
勢
と
篆
体
へ
の
態
度
が
明
記
さ
れ
る
。
両
者
に
共

通
す
る
の
は
、
文
字
は
篆
体
を
祖
と
し
て
次
第
に
変
化
し
て
き
た
が
、

次
第
に
そ
の
本
質
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
危
機
感
で
あ
る
。
そ

れ
を
是
正
す
る
た
め
に
、『
説
文
解
字
』
へ
の
態
度
の
差
は
あ
る
も

の
の
、
典
拠
を
『
説
文
』・『
字
林
』・『
石
経
』
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト

に
求
め
る
と
す
る
（
（2
（

。

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
、「
干
禄
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
仕
官
の
た
め
の

正
統
的
な
楷
書
字
体
（
正
体
）
の
体
得
が
重
視
さ
れ
始
め
、
そ
の
典

拠
に
篆
体
が
用
い
ら
れ
た
。
典
拠
と
な
っ
て
い
た
『
説
文
』
を
は
じ

め
と
し
た
篆
体
が
従
来
よ
り
も
顧
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
趨
勢
を
受
け
て
、
唐
人
た
ち
に
「
字
学
」
と

い
う
素
養
も
重
視
さ
れ
始
め
た
と
考
え
ら
え
る
。
こ
う
し
た
性
格
を

有
す
る
字
様
は
、
人
士
達
へ
の
相
応
の
流
布
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
比
較
的
公
式
な
字
様
に
対
し
て
、
私
人
の
見
解

を
綴
る
封
演
『
封
氏
聞
見
記
（
（2
（

』
巻
二
「
文
字
」
を
見
て
も
、「
説
文

は
今
に
至
る
ま
で
字
学
の
宗
な
り
。」
と
の
見
解
が
あ
り
、
上
述
し

た
『
書
断
』・『
初
学
記
』
な
ど
に
も
見
え
た
文
字
史
の
整
理
と
小
学

の
テ
キ
ス
ト
の
網
羅
的
回
顧
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
時
に
お
け
る

「
字
学
」
へ
の
関
心
と
需
要
の
高
ま
り
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

（
三
）
李
陽
冰
の
篆
書
認
識
と
字
様

　

以
上
三
編
の
字
様
で
は
、
李
陽
冰
の
名
は
現
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
項
で
は
、
李
陽
冰
本
人
の
言
説
と
陽
冰
へ
の
言
及
を
対
象
に
当
時

の
篆
書
認
識
を
探
っ
て
ゆ
く
。

　

李
陽
冰
『
上
李
大
夫
論
古
篆
書
』（
七
七
二
（
（2
（

）
に
は
、

石
を
刻
し
て
篆
を
作
り
、
備
に
「
六
経
」
を
書
し
、
明
堂
に
立

て
、
不
刊
の
典
と
為
し
、
号
し
て
「
大
唐
石
経
」
と
曰
い
、
百
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代
の
後
を
し
て
、
損
益
す
る
所
無
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
誠
願
す
。

明
朝
の
洪
烈
を
仰
ぎ
、
高
代
の
盛
事
に
法
る
は
、
死
し
て
も
恨

む
こ
と
無
し
。

と
あ
り
、
自
ら
篆
書
で
「
六
経
」
を
書
丹
す
る
「
大
唐
石
経
」
の
設

営
を
要
求
し
て
い
る
。
李
陽
冰
の
篆
体
に
よ
っ
て
旧
に
復
そ
う
と
す

る
、
強
い
訴
え
と
自
負
の
言
が
散
見
す
る
。
こ
の
「
大
唐
石
経
」
は

実
現
し
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
活
動
が
上
掲
の
「
五
経
文
字
」

（
七
七
六
）
の
設
営
を
促
し
た
と
の
指
摘
も
あ
り
（
（2
（

、
字
様
の
成
立
へ

李
陽
冰
が
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

加
え
て
、
李
陽
冰
の
没
後
ま
も
な
く
の
「
説
文
字
源
」（
七
八

九
）
の
賈
耽
に
よ
る
序
（
（3
（

で
は
、
篆
書
の
現
状
を
伝
え
な
が
ら
、
李
陽

冰
の
み
が
篆
書
の
神
髄
を
得
て
、
そ
の
「
宗
師
」
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
伝
え
る
（
（3
（

。
そ
し
て
「
説
文
字
源
」
の
目
的
と
し
て
、
上
述
の
字

様
と
同
様
に
、「
隷
書
」（
楷
書
の
こ
と
）
の
「
転
訛
」
を
改
善
す
る

た
め
に
「
許
慎
説
文
」
へ
の
依
拠
を
推
奨
し
つ
つ
、
陽
冰
が
著
し
た

『
刊
定
説
文
（
（3
（

』
の
「
目
録
」
に
倣
っ
た
刻
石
を
残
す
こ
と
を
訴
え
た

の
で
あ
っ
た
（
（3
（

。
こ
こ
に
お
い
て
、
李
陽
冰
の
篆
書
の
称
賛
と
、
そ
の

著
し
た
『
説
文
』
の
重
視
と
い
う
認
識
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
を

伝
え
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
盛
唐
期
以
降
に
お
い
て
は
、「
字
学
」
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
楷
書
の
転
訛
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
字
様
が
相

次
い
で
流
布
し
た
こ
と
に
加
え
、
李
陽
冰
が
字
様
の
成
立
や
典
拠
と

な
っ
た
『
説
文
』
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
当
時
の
字
学
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
前
節
の
様
式
面
の
検
討
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
盛
唐
期
以

降
に
、
李
陽
冰
の
「
玉
筯
篆
」
の
評
価
と
彼
を
鍵
と
し
た
周
辺
の

「
字
学
」
の
重
視
と
い
う
新
た
な
篆
書
認
識
が
存
在
す
る
。
そ
の
年

代
は
い
ず
れ
も
七
七
〇
年
代
を
契
機
に
顕
著
に
な
る
と
言
え
、
こ
こ

に
も
う
一
つ
の
画
期
を
設
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

四
、
唐
代
の
篆
書
認
識
の
展
開

　

最
後
に
、
各
節
の
成
果
を
整
理
し
、
盛
唐
期
以
降
を
中
心
と
し
た

篆
書
認
識
の
展
開
に
つ
い
て
、
新
た
な
時
期
区
分
を
提
起
し
た
い
。

（
一
）
時
期
区
分
と
そ
の
画
期

　

始
め
に
、
書
論
に
お
け
る
「
題
署
」
と
唐
人
の
篆
書
評
価
を
軸
と

し
て
当
時
の
篆
書
認
識
を
捉
え
れ
ば
、
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
開
元

（
七
一
三
）
に
は
、
い
ま
だ
十
分
に
唐
人
の
篆
書
を
評
価
す
る
ま
で

に
至
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、『
書
断
』（
七
二
七
）
を
中
心
と
し
た

資
料
で
は
篆
書
へ
の
理
解
と
整
理
が
深
ま
り
、
今
後
の
新
た
な
認
識

の
準
備
が
確
か
に
進
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
当
時
の
篆
額
・
篆
蓋
の
様

式
を
概
観
す
れ
ば
、
お
よ
そ
七
三
〇
年
代
に
「
懸
針
篆
」
が
現
れ
る



 
（9）

な
ど
新
た
な
様
式
が
生
ま
れ
、
書
論
に
言
及
さ
れ
る
書
人
た
ち
の
優

れ
た
作
例
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
七
三
〇
年
代
に

一
つ
の
画
期
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、『
述
書
賦
』
で
の
唐
人
の
篆
書

評
価
や
、
李
陽
冰
の
登
場
と
そ
れ
へ
の
絶
賛
が
顕
著
に
行
わ
れ
る
。

そ
れ
と
同
時
並
行
的
に
、「
字
学
」
の
評
価
と
字
様
を
め
ぐ
る
篆
書

の
新
た
な
学
術
的
な
認
識
が
顕
在
化
し
て
く
る
。
篆
額
・
篆
蓋
に
目

を
向
け
れ
ば
、
や
は
り
李
陽
冰
の
影
響
力
は
重
大
で
、
彼
の
登
場
以

降
明
瞭
に
「
玉
筯
篆
」
が
多
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
実
作
に
加
え
て
、

李
陽
冰
の
『
説
文
』
や
字
様
へ
の
影
響
の
存
在
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、

こ
の
七
七
〇
年
代
に
も
一
つ
重
要
な
画
期
を
設
け
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
本
稿
で
は
盛
唐
期
以
降
の
篆
書
認
識
の
展
開
に
つ
い

て
、
七
三
〇
年
代
と
七
七
〇
年
代
に
二
つ
の
画
期
を
有
す
る
、
三
つ

の
時
期
区
分
を
提
案
し
た
い
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
先
行
研
究
に
お
け

る
三
期
区
分
に
対
し
て
、
管
見
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
明
瞭
に
線
引
き
で

き
る
根
拠
は
見
出
さ
れ
な
い
。
一
方
で
、
李
陽
冰
の
よ
う
に
そ
の
転

換
に
と
り
わ
け
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
や
事
物
が
あ
る
の
も

確
か
で
あ
る
。
改
め
て
本
稿
に
お
け
る
唐
代
篆
書
認
識
の
画
期
に
つ

い
て
そ
の
要
因
を
整
理
し
た
い
。

（
二
）
画
期
の
要
因
と
そ
の
背
景

　

一
つ
の
画
期
（
七
三
〇
年
代
）
の
要
因
は
、
玄
宗
皇
帝
に
よ
る
八

分
の
振
興
に
端
を
発
し
て
い
よ
う
。
玄
宗
皇
帝
の
八
分
振
興
が
古
書

体
へ
の
興
味
を
喚
起
し
（
（3
（

、
そ
れ
に
伴
い
篆
書
の
地
位
も
向
上
し
た
と

解
さ
れ
る
。
玄
宗
皇
帝
が
善
く
し
た
八
分
の
使
用
は
七
二
〇
年
代
か

ら
現
れ
る
が
、
篆
書
の
隆
盛
は
八
分
の
そ
れ
よ
り
若
干
の
遅
れ
が
見

ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（
（3
（

。
そ
う
す
れ
ば
八
分
の
隆
盛
か
ら
経
る
こ
と

十
数
年
、
七
三
〇
年
代
に
篆
書
認
識
の
転
換
を
見
出
し
て
も
な
ん
ら

不
自
然
で
は
な
い
。
作
例
を
み
れ
ば
、『
述
書
賦
』
の
評
価
に
も
顕

著
な
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
は
篆
書
・
八
分
を
兼
備
す
る
書
人
が
多
い
。

一
方
、
そ
の
裏
に
は
『
書
断
』
に
み
え
る
よ
う
な
書
体
史
・
文
字
史

の
整
理
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

二
つ
目
の
画
期
（
七
七
〇
年
代
）
で
は
、
李
陽
冰
と
い
う
唐
代
篆

書
史
に
特
筆
さ
れ
る
人
物
の
影
響
が
大
き
く
、
彼
の
役
割
と
功
績
が

再
認
識
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
安
史
の
乱
や
古
文
復
興
運
動
の

台
頭
な
ど
の
複
数
の
要
因
が
絡
ん
で
い
る
と
目
さ
れ
る
。

　

特
に
古
文
復
興
運
動
を
め
ぐ
る
研
究
（
（3
（

を
み
れ
ば
、
李
陽
冰
が
古
文

運
動
始
動
期
の
代
表
的
人
物
ら
と
交
友
し
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
人
物

た
ち
と
の
合
作
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
陽
冰
の
篆
書
使
用
や
『
刊
定

説
文
』
の
編
纂
態
度
か
ら
も
、
李
陽
冰
が
古
文
運
動
に
強
く
関
連
、

或
い
は
同
様
の
思
想
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（3
（

。
李
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陽
冰
が
碑
の
篆
額
を
書
丹
し
た
事
実
は
、
篆
額
が
持
つ
あ
る
種
の
権

威
と
陽
冰
の
技
能
・
知
名
度
も
相
ま
っ
て
、
非
常
に
象
徴
的
な
行
為

で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
（
（3
（

。
こ
う
し
た
解
釈
に
従
え
ば
、
李
陽
冰
が

古
文
派
た
ち
と
交
友
し
、
碑
を
共
作
し
た
年
代
や
彼
の
幾
篇
の
著
作

の
成
立
年
代
か
ら
も
、
や
は
り
七
七
〇
年
代
と
い
う
年
代
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。

　

更
に
李
陽
冰
の
事
跡
か
ら
補
足
す
れ
ば
、
七
七
〇
年
代
は
前
述
の

よ
う
に
「
大
唐
石
経
」
設
営
を
要
請
し
（
七
七
二
）、
彼
が
上
京
し

た
時
期
（
七
七
四
）
に
合
致
し
て
お
り
、
李
陽
冰
の
生
涯
に
お
い
て

も
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
（
（3
（

。
し
た
が
っ
て
、
盛
唐
期
以
降
の
篆
書

認
識
は
、
多
様
な
観
点
か
ら
七
七
〇
年
代
に
そ
の
転
換
の
要
因
が
重

複
し
て
い
る
と
導
か
れ
、
こ
こ
に
画
期
を
設
け
る
こ
と
は
穏
当
で
あ

る
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

考
察
の
結
果
、
唐
代
の
篆
書
認
識
の
展
開
は
、
七
三
〇
年
代
・
七

七
〇
年
代
と
い
う
二
つ
の
画
期
、
つ
ま
り
三
期
へ
の
区
分
が
可
能
で

あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
篆
書
が
そ
の
形
式
的
な
役
割
（
＝
題

署
）
か
ら
表
現
の
素
材
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
遂
に

は
学
術
的
に
も
依
拠
す
る
対
象
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
に
至
っ

た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
決
し
て
年
代
的
に
均
等
な
三
期
区
分
で
は
な

く
、
わ
ず
か
五
〇
年
に
集
中
的
に
二
つ
の
転
換
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
盛
唐
期
以
降
の
七
〇
〇
年
代
が
重
大
な
篆
書
認
識

の
転
換
期
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
す
。

　

本
稿
で
明
ら
か
と
な
っ
た
唐
代
の
篆
書
認
識
の
画
期
は
、
唐
代
書

法
史
に
お
け
る
他
書
体
の
書
体
認
識
の
展
開
と
密
接
に
関
連
し
、
相

互
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
書
体
の
枠
を
超
え
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
書
法
認
識
の
動
き
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
り
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

　　
　

注

（
1
）「
以
石
経
、
説
文
、
字
林
為
専
業
、
余
字
書
亦
兼
習
之
。
石
経
三
体
書

限
三
年
業
成
、
説
文
二
年
、
字
林
一
年
」（『
大
唐
六
典
』
巻
之
二
十
一
）。

（
2
）
李
陽
冰
研
究
に
は
、
周
祖
謨
「
李
陽
冰
篆
書
考
」（『
問
学
集
』
下
冊
、

中
華
書
局
出
版
、
一
九
六
六
）、
朱
関
田
「
李
陽
冰
散
稿
」（『
唐
代
書
法

考
評
』
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
二
）・「
李
陽
冰
事
跡
系
年

稿
」（『
唐
代
書
法
家
年
譜
』
江
蘇
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）、
戸
崎
哲

彦
「
李
陽
冰
事
跡
考
（
上
）・（
下
）
―
唐
代
文
人
・
李
陽
冰
と
そ
の
周

辺
―
」（『
島
大
言
語
文
化
』
第
16
・
17
号
、
二
〇
〇
四
・
二
〇
〇
五
）

な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
施
安
昌
『
唐
代
石
刻
篆
文
』（
紫
禁
城
出
版
社
、
一
九
八
七
）。

（
4
）
孟
玲
英
「
唐
代
篆
書
書
迹
及
書
法
家
綜
述
」（『
白
城
師
範
学
院
学

報
』
第
二
十
四
巻
第
一
期
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
を
参
照
。
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（
5
）
張
同
印
「
唐
代
篆
・
隷
的
繁
栄
及
其
局
限
性
」（『
首
都
師
範
大
学
学

報
』、
一
九
九
八
年
第
一
期
）、
黄
浩
「
浅
談
唐
代
墓
誌
蓋
篆
書
」（『
文

教
資
料
』
二
〇
一
八
年
第
五
期
、
総
第
七
七
九
期
）。
王
方
呈
「
唐
代
篆

書
復
興
簡
述
」（『
書
法
賞
評
』
二
〇
〇
八
年
四
期
）
は
開
元
以
降
を

前
・
後
期
に
区
分
す
る
。

（
6
）
三
者
と
も
共
通
し
て
一
つ
の
時
期
を
開
元
元
年
に
始
ま
る
と
定
め
る

が
、
次
を
徳
宗
期
の
始
ま
り
（
張
）・
元
和
元
年
（
黄
）・
乾
元
二
年

（
王
）
と
、
見
解
が
分
か
れ
る
。

（
7
）
唐
代
の
「
四
変
」
の
範
囲
に
は
諸
説
あ
る
が
（
小
川
環
樹
『
唐
詩
概

説
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
な
ど
を
参
照
）、
本
稿
で
は
開
元
元
年
に
盛

唐
期
が
始
ま
る
と
し
た
い
。

（
8
）
収
集
範
囲
・
数
量
が
明
記
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
恣
意
的
な
書
籍

か
ら
の
収
集
で
は
、
著
名
な
碑
誌
や
収
蔵
先
、
精
拓
の
資
料
に
作
例
が

偏
り
、
網
羅
的
な
収
集
と
は
言
え
な
い
。

（
9
）『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、 

一
九
八
九
）
第
一
一
冊
～
三
四
冊
か
ら
有
紀
年
の
篆
額
・
篆
蓋
作
例
を

四
四
六
点
計
上
し
た
。
当
該
「
一
覧
」
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
中
で

あ
る
。
以
下
、
作
例
に
は
上
掲
書
の
「
幾
冊
幾
頁
」
の
表
記
を
付
す
。

（
10
）
李
嗣
真
『
書
後
品
』
は
『
中
国
書
論
大
系
』
第
二
巻
唐
１
（
二
玄
社
、

一
九
七
七
）
の
訳
注
（
中
田
勇
次
郎
）
を
参
照
し
た
。

（
11
）
張
懐
瓘
『
書
断
』
も
『
中
国
書
論
大
系
』
第
三
巻
唐
２
（
二
玄
社
、

一
九
七
八
）
の
訳
注
（
巻
上
：
杉
村
邦
彦
、
巻
中
・
下
：
吉
田
教
専
・

神
谷
順
治
）
を
参
照
。

（
12
）「
奕
世
工
書
、
尤
善
書
額
。…（
中
略
）…
皆
精
妙
曠
古
。」（『
述
書
賦
』

注　

殷
仲
容
）。「
善
署
書
、
与
殷
同
工
而
異
曲
兼
草
書
。」（
同　

王
知

敬
）。
な
お
、『
述
書
賦
』
及
び
そ
の
注
は
、
大
野
修
作
『
述
書
賦
全
訳

註
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
し
た
。
同
「『
述
書
賦
』
の
性

格
―
中
唐
期
の
書
論
―
」（『
書
論
と
中
国
文
学
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇

一
所
収　

初
出
一
九
九
八
）
も
参
照
。『
述
書
賦
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、

乾
元
年
間
に
執
筆
を
開
始
し
、
貞
元
年
間
こ
ろ
ま
で
補
筆
さ
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
。

（
13
） 

張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
巻
三
「
記
両
唐
外
州
寺
観
画
壁
」
に
も
題

署
の
記
録
が
残
る
が
、
そ
の
書
体
は
記
さ
れ
な
い
。

（
14
）『
書
断
』
の
後
世
の
受
容
と
影
響
は
、
成
田
健
太
郎
「
張
懐
瓘
『
書

断
』
の
史
料
利
用
と
通
俗
書
論
」（『
中
国
中
古
の
書
学
理
論
』
京
都
大

学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
所
収
、
初
出
二
〇
一
二
）、
劉
文
秋
「
論

『
篆
籀
』
在
唐
代
的
認
知
及
筆
法
実
践
―
以
張
懐
瓘
、
蔡
希
綜
書
論
為
切

入
点
」（『
中
国
書
法
』
総
364
期
、
二
〇
一
九
）
を
参
照
。

（
15
）
韓
放
主
校
点
『
初
学
記
』（
京
華
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
を
参
照
。

（
16
）
本
稿
で
は
李
陽
冰
の
事
跡
と
年
代
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
前
掲
注

（
２
）
戸
崎
論
文
に
依
拠
す
る
。

（
17
）
書
法
を
論
じ
た
韻
文
。『
墨
池
編
』
巻
第
十
三
「
賛
述
」、『
書
苑
菁

華
』
巻
第
十
七
「
書
歌
」・「
書
詩
」
な
ど
、
早
く
か
ら
唐
代
の
論
書
詩

は
書
論
集
成
に
収
め
ら
れ
る
。
拙
稿
「
唐
代
論
書
詩
に
み
る
書
体
の

「
新
」
と
「
古
」
の
対
極
的
志
向
」（『
中
国
文
化
』
第
七
六
号
、
二
〇
一

八
）
も
参
照
。

（
18
）
お
よ
そ
七
六
一
年
こ
ろ
の
作
と
さ
れ
る
。
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編

年
箋
注
』（
中
華
書
局
出
版
、
二
〇
一
五
）
を
参
照
。
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（
19
）
七
六
六
年
の
作
。
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
注
』（
人
民
文
学
出
版

社
、
二
〇
一
四
）
を
参
照
。『
墨
池
編
』
巻
第
十
三
、『
書
苑
菁
華
』
巻

第
十
七
所
収
。
な
お
、
李
潮
を
李
陽
冰
と
す
る
見
解
が
あ
り
、
本
稿
で

は
そ
の
立
場
に
立
つ
。
福
本
雅
一
「
李
潮
あ
る
い
は
李
陽
冰
」（『
書
の

周
辺
４　

零
箋
集
』
二
玄
社
、
一
九
八
六
）
を
参
照
。

（
20
）
八
一
六
年
の
作
。
劉
真
倫
・
岳
珍
校
注
『
韓
愈
文
集
彙
校
箋
注
』（
中

華
書
局
出
版
、
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。『
墨
池
編
』
巻
第
十
三
・『
書
苑

菁
華
』
巻
第
十
七
に
も
所
収
。

（
21
）『
書
後
品
』
上
品
評
に
「
虫
篆
者
小
学
之
所
宗
、
草
隷
者
士
人
之
所

尚
。」
と
あ
る
。

（
22
）『
佩
文
斎
書
画
譜
』
巻
三
十　

書
家
伝
九
を
参
照
。

（
23
）
唐
代
の
字
様
に
つ
い
て
は
、
西
原
一
幸
『
字
様
の
研
究　

唐
代
楷
書

字
体
規
範
の
成
立
と
展
開
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
）
を
参
照
。
本
稿

の
「
字
様
」
の
解
釈
は
こ
れ
に
従
う
。

（
24
）『
干
禄
字
書
』
に
つ
い
て
は
、
施
安
昌
『
顔
真
卿
書
干
禄
字
書
』（
紫

禁
城
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
を
参
照
。

（
25
）
顔
真
卿
書
丹
の
「
干
禄
字
書
」
と
そ
の
摹
本
に
つ
い
て
は
、『
集
古
録

跋
尾
』
巻
七
に
詳
し
い
。

（
26
）「
且
字
書
源
流
、
起
於
上
古
、
自
改
篆
行
隷
、
漸
失
本
真
。
若
総
拠
説

文
、
便
下
筆
多
礙
、
当
去
泰
去
甚
、
使
軽
重
合
宜
、
不
揆
庸
虚
、
久
思

編
葺
。」（『
干
禄
字
書
』
序
）。

　
　

「
自
頃
考
功
礼
部
、
課
試
貢
挙
、
務
於
取
人
之
急
、
許
以
所
習
為
通
人
。

苟
趨
便
不
求
当
否
。
字
失
六
書
、
猶
為
一
事
、
五
経
本
文
、
蕩
而
無
守

矣
。」「
説
文
体
包
古
文
、
先
得
六
書
之
要
。
有
不
備
者
、
求
之
字
林
。

其
或
古
体
難
明
、
衆
情
驚
懵
者
、
則
以
石
経
之
余
、
比
例
為
助
。
石
経

湮
没
、
所
存
者
寡
、
通
以
経
典
及
釈
文
、
相
承
隷
省
、
引
而
伸
之
、
不

敢
専
也
。（
割
注
略
）」（『
五
経
文
字
』
序
）。

（
27
）
封
演
『
封
氏
聞
見
記
』
は
、
髙
瀬
奈
津
子
・
江
川
式
部
「『
封
氏
聞
見

記
』
訳
注
（
一
）」（『
札
幌
大
学
総
合
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
一
四　

以

降
継
続
中
）
の
解
題
と
訳
注
を
参
照
。

（
28
）『
上
李
大
夫
論
古
篆
書
』
の
成
立
年
は
、
前
掲
注
（
２
）
戸
崎
論
文

（
上
）
所
収
「「
上
李
大
夫
論
古
篆
書
」
の
作
年
と
李
陽
冰
の
上
京
」
を

参
照
。

（
29
）
前
掲
注
（
２
）
戸
崎
論
文
（
下
）
所
収
「『
五
経
』
壁
書
と
〝
大
唐
石

経
〟」
を
参
照
。

（
30
）「
説
文
字
源
」
は
、
賈
耽
の
序
文
（
徐
璹
正
書
）
と
李
騰
の
篆
書
か
ら

な
る
作
例
（『
宝
刻
類
編
』
巻
四
な
ど
）。
序
文
は
『
書
苑
菁
華
』
巻
第

十
六
「
書
序
」
に
も
採
録
さ
れ
る
。

（
31
）「
唯
趙
郡
李
陽
冰
、
神
仮
篆
法
、
上
隣
李
斯
、
時
人
獲
之
、
悉
蔵
篋
笥
。

大
暦
中
篆
故
李
司
徒
新
駅
記
於
東
廰
之
門
右
、
筆
法
古
淡
、
識
者
宗

師
。」（
賈
耽
『
説
文
字
源
序
』）。

（
32
）
李
陽
冰
が
刊
定
し
た
『
説
文
解
字
』
で
、
亡
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
。

前
掲
注
（
２
）
周
論
文
及
び
戸
崎
論
文
（
下
）
所
収
「
李
陽
冰
『
刊
定

説
文
』
の
佚
文
」、
関
俊
史
「
李
陽
冰
の
文
字
解
釈
―
『
説
文
解
字
繋

伝
』
袪
妄
篇
に
み
る
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
三
十
六
号
、
二
〇

一
九
）
を
参
照
。

（
33
）「
耽
毎
嘆
隷
書
転
訛
、
難
究
会
意
、
篆
体
如
正
、
方
弁
発
源
。
小
学
中

独
許
慎
説
文
、
最
為
首
出
、
目
録
五
百
四
十
言
、
衆
字
之
根
。
若
能
研
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慮
於
中
、
則
聖
人
之
旨
趣
、
可
得
而
知
。
因
請
騰
継
世
父
之
妙
、
書
壇

山
之
石
、
籍
其
永
久
、
垂
示
将
来
。」（
賈
耽
『
説
文
字
源
序
』）。

（
34
）
拙
稿
「
唐
代
に
お
け
る
蔡
邕
書
法
の
評
価
」（『
書
学
書
道
史
研
究
』

第
三
十
号
、
二
〇
二
〇
）
を
参
照
。

（
35
）
前
掲
注
（
５
）
張
論
文
を
参
照
。

（
36
）
早
期
の
古
文
復
興
運
動
（
古
文
運
動
）
に
関
す
る
研
究
は
、
林
田
慎

之
助
「
唐
代
古
文
運
動
の
形
成
過
程
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
十

九
集
、
一
九
七
七
）
や
小
野
四
平
「
唐
代
古
文
の
源
流
」（『
韓
愈
と
柳

宗
元
―
唐
代
古
文
研
究
序
説
―
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
所
収
、
初
出

一
九
九
〇
～
九
一
）
を
参
照
。
書
法
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
衣
雪
峰

「
安
史
之
乱
、
古
文
運
動
与
八
世
紀
小
篆
風
格
的
転
変
」（『
中
国
書
法
』

総
214
号
、
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。

（
37
）
前
掲
注
（
32
）
関
論
文
、
前
掲
注
（
36
）
衣
論
文
を
参
照
。

（
38
）
例
え
ば
、
李
陽
冰
と
顔
真
卿
、
古
文
派
の
李
華
の
合
作
を
体
現
し
た

「
元
魯
山
墓
碣
」（
七
八
二
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
掲
注
（
２
）
戸
崎
論

文
（
下
）
所
収
「
李
華
「
元
魯
山
墓
碣
」
の
作
年
と
立
石
年
」
を
参
照
。

同
作
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
唐
代
の
碑
誌
に
み
る
複
数
書
体
の
併
用
」

（『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
二
十
八
号
、
二
〇
一
八
）
も
参
照
。

（
39
）
李
陽
冰
の
生
涯
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
２
）
戸
崎
論
文

（
下
）
所
収
、「
お
わ
り
に
」
を
参
照
。

　

図
版
典
拠

・「
白
鹿
泉
神
君
祠
碑
」
額
（
七
三
六
）・「
尉
遅
迥
廟
碑
」
額
（
七
三

八
）
：
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
第
二
四
冊

・「
崔
祐
甫
墓
誌
」
蓋
（
七
八
〇
）・「
顔
惟
貞
廟
碑
」
額
（
七
八
〇
）：

『
同
』
第
二
八
冊

�

（
筑
波
大
学
大
学
院
）

　


